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2.5.  濁水による環境影響 

準備書知事意見（Ⅱ.個別事項 ６.水質汚濁（未選定項目） １）濁水による環境影響の把握）

に対する補足資料 

 

1)  工事の実施に伴って水の濁りが発生するおそれのある河川 

都市計画事業実施区域に近接しており、土工部の掘削工事による工事排水を放流する可能

性がある河川及び、橋梁工事に伴う水底の掘削を行う可能性がある河川は、表 2-6及び図 2-5

に示すとおりである。 

これらの河川については、都市計画事業実施区域内から流出する濁水をそのまま河川に排

出する場合や、橋梁工事に伴う基礎工等の水底の掘削工事を実施する際に何らかの濁水対策

を実施しない場合は、濁水濃度が相当程度上昇すると考えられる。 

 

表 2-6 工事の実施に伴って水の濁りが発生するおそれのある河川 

番号 河川名 環境基準類型 

18 蛭沢川 なし 

19 五割川 なし 

20 濁 川 Ｃ類型 

21 渋 川 なし 

28 平等川 Ｂ類型 

 

2)  環境保全のための配慮事項 

（1） 環境保全のための配慮事項の検討 

切土工等、工事施工ヤードの設置に伴う水の濁りの環境負荷を低減する環境保全のための

配慮事項として、「仮設沈砂池の設置や濁水処理装置等の濁水対策の実施」を実施する。 

 

（2） 仮設沈砂池の設置や濁水処理装置等の濁水対策の実施に関する検討 

工事排水を河川へ放流する際に、仮設沈砂池を設置し上澄みのみを放流する、濁水処理装

置を用いて浄化した後に放流する等の濁水対策を採用し、水の濁りの発生を低減することが

可能である。 

よって、環境保全のための配慮事項として実施する。 
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図 2-5 
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2.6.  平面的な日照阻害の予測結果 

準備書知事意見（Ⅱ.個別事項 ８.日照阻害）に対する補足資料 

 

1)  予測地域 

計画路線の近傍に日照による影響が及ぶ可能性がある住居数は、橋梁・高架区間（11区間）

で 0～37件、盛土区間（11区間）で 0～18件であったため、橋梁・高架区間及び盛土区間の

中から、それぞれ、住居数が最大となる 1 区間ずつを抽出し、これらを予測地域として日照

の平面予測を行った。 

予測対象とした地域を表 2-7に示す。 

 

表 2-7 日照阻害の予測地域 

番号 予測地域 道路構造 参照 

① 渋川第二橋周辺 橋梁 図 2-6（1）、（2） 

② 石和町唐柏～広瀬の盛土区間周辺 盛土 図 2-7（1）、（2） 

 

2)  予測対象時期 

予測の対象時期は、高架構造物の設置完了後における冬至日とし、予測対象時間帯は、真

太陽時の 8時～16時までの 8時間とした。 

 

3)  予測条件 

予測の条件として、「公共施設の設置に起因する日陰により生ずる損害等に係る費用負担に

ついて」（昭和 51年建設省計用発第 4号）に基づき、予測地点における予測高さを設定した。 

適用される規定等の概要及び予測高さを表 2-8に示す。 

なお、全ての予測地域において都市計画法に基づく用途地域の定めがない地域であること

から、地域の状況に応じて、第一種住居地域、第二種住居地域、準住居地域における値（２

階高さにおいて日陰時間が５時間を超えないこと）を適用することとし、２階高さに相当す

る 4.0ｍを予測高さとした。 

 

表 2-8 適用される規定等の概要及び予測高さ 

公共施設注1） 
番号 予測地域 

都市計画 

用途地域 階数 日陰時間注2） 
予測高さ 

① 渋川第二橋周辺 無指定 ２階 ５時間 4.0ｍ 

② 石和町唐柏～広瀬の盛土区間周辺 無指定 ２階 ５時間 4.0ｍ 

注 1）「公共施設の設置に起因する日陰により生ずる損害等に係る費用負担について」（昭和 51年建設省計用
発第 4号） 

注 2）用途の区分に応じて、日影となる部分がその時間以上生じないようにしなければならない時間。 
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4)  予測結果 

道路（嵩上式）の存在に係る日照阻害の予測結果を表 2-9及び図 2-6～図 2-7に示す。 

 

表 2-9 道路の存在に係る日照阻害の予測結果 

番号 予測地域 予測結果 

① 渋川第二橋周辺 
日陰時間が５時間を超える範囲は、道路端か

ら約５ｍ程度である。 

② 石和町唐柏～広瀬の盛土区間周辺 
日陰時間が５時間を超える範囲は、道路端の

外側には生じない。 

 

5)  環境保全措置の必要性の検討 

予測の結果、橋梁・高架区間においては、日陰時間が５時間を超える範囲は道路端から約

５ｍ程度であり、盛土区間においては、日陰時間が５時間を超える範囲は道路端の外側には

生じない結果となった。 

以上より、道路（嵩上式）の存在に係る日照阻害の影響の程度は極めて小さいと考えられ

ることから、環境保全措置の必要性はない。 
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図 2-6(1) 冬至日における時刻別日影線図（渋川第二橋周辺） 
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図 2-6(2) 冬至日における等時間日影線図（渋川第二橋周辺） 
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図 2-7(1) 冬至日における時刻別日影線図（石和町唐柏～広瀬の盛土区間周辺） 
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図 2-7(2) 冬至日における等時間日影線図（石和町唐柏～広瀬の盛土区間周辺） 
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2.7.  ガン・カモ科生息調査結果資料の確認 

準備書知事意見（Ⅱ.個別事項 ９.動物・植物・生態系 １）鳥類の調査時期の反映）に対する

補足資料 

 

ガンカモ類の生息調査注）は、ガンカモ類（ガン・カモ・ハクチョウ類）の冬期の生息状況の調

査を毎年１月中旬、都道府県の協力を得つつ全国一斉に実施し、環境省がとりまとめにあたって

いる。 

対象事業実施区域周辺においても、笛吹川の 11地点で調査が実施されており、地点番号 6～10

の 5地点は、平成 20年 1月 16日～18日に実施した現地調査範囲内に設定されている。 

これら調査位置及び平成 19年度～23年度の 5ヵ年における調査結果及び調査位置を図 2-8に

示す。 

 

                                                 
注）調査名称については、開始当初より「ガンカモ科鳥類の生息調査」とされていたが、日本産鳥類目録

の改訂をうけ、平成 19年度からは「ガンカモ類の生息調査」としている。 
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図 2-8 
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2.8.  移動経路確保の環境保全措置事例 

準備書知事意見（Ⅱ.個別事項 ９.動物・植物・生態系 ４）希少種に対する配慮）に対する補

足資料 

 

重要種であるシマヘビを始めとする両生・爬虫類や中・小型哺乳類を対象とした環境保全措置

として、移動経路の確保の対策を講じることとしている。計画路線直下にボックスカルバート、

コルゲートパイプ等を設置し、動物の移動経路を確保することにより、計画路線の存在による移

動経路の分断の影響を回避・低減するものである。 

ボックスカルバート、コルゲートパイプ等による両生・爬虫類や中・小型哺乳類の移動経路確

保に関する参考資料及び対策事例を以下に示す。 

 

 

 

 

出典：「自然との共生をめざす道づくり－エコロード・ハンドブック－」 
（1995年、建設省監修、(財)道路環境研究所編著、株式会社大成出版社発行） 
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出典：「自然との共生をめざす道づくり－エコロード・ハンドブック－」 
   （1995年、建設省監修、(財)道路環境研究所編著、株式会社大成出版社発行） 
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事例１：日光宇都宮道路 

 

 

 

出典：「エコロードの効果－日光宇都宮道路の 20年にわたる調査結果より－」 
   （高速道路と自動車 第 46巻第 6号 2003年 6月） 
写真：「道路環境影響評価の技術手法 2007改訂版 第 3巻」（2007年、(財)道路環境研究所） 
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事例２：青谷・羽合道路（1） 

 

 

 

出典：「道路環境影響評価の技術手法 2007改訂版 第 3巻」（2007年、(財)道路環境研究所） 
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事例２：青谷・羽合道路（2） 

 

 

 

出典：「道路環境影響評価の技術手法 2007改訂版 第 3巻」（2007年、(財)道路環境研究所） 
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事例２：青谷・羽合道路（3） 

 

 

 

出典：「道路環境影響評価の技術手法 2007改訂版 第 3巻」（2007年、(財)道路環境研究所） 

 


